
浮
名
玄
論

に

つ
い
て

村

中

砧

生

浮
名
玄
論
は
嘉
鮮
大
師
吉
藏

(568
-
6
23
)
の
数
多
の
著
作
の
内
、

い

わ
ゆ
る
玄
論
の
呼
稻
を
も

つ
も
の
の

一
つ
で
、
他
の
義
疏

・
経
疏

・
玄

義
等
の
呼
稻
の
著
述
に
比
し
て
総
論
的
體
系
を
も
つ
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。そ

こ
で
先
づ
玄
論
た
る
法
華
玄
論

・
大
乗
玄
論
と
の
述
作
の
順
位
に

(1
)

つ
い
て
考
察
を
加
え
、
思
想
展
開
の

一
端
を
う
か
が
つ
て
お
き
た
い
。

浮
名
玄
論
に
は
そ
の
詳
論
を
法
華
玄
論
の
名
を
明
記
し
て
ゆ
ず
る
個
所

(2
)

が
凡
そ
七
所
あ
り
、

そ
の
所
論
は
容
易
に
槍
出
し
う
る
。

こ
れ
に
よ
つ

て
法
華
玄
論
が
先
述
と
み
な
し
う
る
。
大
乗
玄
論
と
の
關
係
は
、
凡
そ

(3
)

三
所
に
お
い
て
二
論
に
重
複
の
個
所
を
見
出
す
。
な
お
、
こ
れ
を
大
乗

玄
論
の
本
文
相
互
の
重
複
個
所
、
大
乗
玄
論
と
二
諦
義
章
と
の
重
複
個

所
数
例
等
と
の
比
較
検
討
に
よ
つ
て
も
、
こ
れ
ら
が
思
想
的
に
は
浄
名

(
4
)

玄
論
よ
り
も
進
ん
だ
展
開
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
二
論
の

先
後
は
浄
名
玄
論
が
先
と

一
鷹
は
認
め
て
然
る
べ
き
か
と
考
え
る
。

次
に
、
浮
名
玄
論
と
維
摩
経
義
疏
。
義
疏
巻

一
の
い
わ
ゆ
る
玄
義
段

(5
)

は
殆
ど
全
文
と
い
つ
て
よ
い
程
浮
名
玄
論
の
本
文
に

一
致
し
、
ま
た
幾

(6
)

つ
か
の
貼
で
玄
論
を
後
と
考
え
て
よ
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
義
疏

巻

一
定
淺
深
門
に
あ
る

「
開
皇
之
未
。
因
於
身
疾
。
自
著
玄
章
。
仁
壽

之
終
。
奉
命
撰
於
文
疏
。
僻
有
闊
略
。

致
二
本

不
同
。
」
(大
正
藏
三
八
.

908
c
)
 の
文
は
、
留
意
す
べ
き
多
く
の
問
題
を
は
ら
む
。
即
ち
(
1
)「玄

(
7
)

章
」
と
は
何
を
指
す
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
(
1
)
義疏
の

「玄
義
開
爲
四

(
8
)

段
」
の
内

「
一
定
淺
深
」
に
は

「
宣
療
五
四
之
穿
墾
。

立

一
極
之
玄
宗

也
。」
(9
09
a
)
と
、
他

の
著
述
に
見
ら
れ
な

い
極
め
て
自
信
に
満
ち
た

(
9
)

態
度
で
、
端
的
に
自
己
の
教
到
を
提
示
す
る
。
(
2
)
他の
三
門

の
本
文

は
、
前
述
の
よ
う
に
玄
論
と
殆
ど

一
致
し
か

つ
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
(
3
)
元
來
、
浮
名
玄
論
の
述
作
の
際
に
は
、
そ
の
大
科
に
三
門
を
分

(
1
0
)

つ
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
て
お
つ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「開
爲

四
段
」
の
定
淺
深
門
と
他
の
三
門
は
異
時
の
成
立
で
、
他
の
三
門
の
部

分
こ
そ

「
玄
章
」
と
呼
ぱ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
う
。
(
2
)

「文
疏
」
と
は
、
語
意
の
通
り
随
文
の
繹
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
維
摩
経

略
疏

(績
戴
一
-
二
九
-
二
)
を
あ

て
る
か
、

「廣
疏
」
と

い
わ
れ
る
義

疏
を
あ
て
る
か
。
後
述
す
る
。
(
3
)
「二
本
不
同
」
は
自
ら
上
掲
二
疏
を

浄
名
玄
論

に

つ
い
て

(
村

中
)

二

一
七
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浄
名
玄
論
に

つ
い
て

(
村

中
)

一
二

八

指
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

(
2
)
につい
て
。
試
み
に
義
疏
と
天
台
大
師
智
頻

(
538
-
597
)
 の
維
摩

(
1
1
)

経
文
疏

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
か
な
り
明
瞭
な

一
致
貼
を
見
出
し
、

爾
疏
の
關
連
は
無
覗
し
え
な
い
。
文
疏
は
晋
王
に
鰍
上
さ
れ
た
後
、
長

安
に
あ

つ
て
道
荘

・
法
論
二
師
に
よ
り
講
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

當
時
長
安
に
あ
つ
た
吉
藏
が
そ
の
講
席
に
お
い
て
か
、
或
は
そ
の
後
の

(
1
3
)

あ
る
時
黙
に
お
い
て
、
文
疏
を
披
見
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を

可
能
な
ら
し
め
る
。
し
か
り
と
し
て

「
仁
詩
之
終
」
に

「文
疏
」
を
撰

し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
お
そ
ら
く
文
疏
を
披
見
し
参
照
し
た
結
果
に
成

立
し
た
義
疏
、

と
り
わ
け
て
そ
の
随
文
繹
の
段
を
以
て

「
文
疏
」
に
擬

す
る
こ
と
に
、
さ
ほ
ど
の
支
障
は
な
い
と
い
い
え
よ
う
。

斯
く
推
察
す
る
な
ら
ば
、
義
疏
第

一
巻
頭
の

「
長
安
弘
法
寺
沙
門
吉

藏
撰
」
は
、
上
述
の

「
玄
章
」
と

「
文
疏
」
と
を
合
し
、
か
つ

「
定
淺

深
」
を
加
え
た
最
終
的
な
読
腱
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

さ
て
、
玄
論
と
い
わ
ゆ
る
「
玄
章
」
の
撰
述
の
時
庭
に
つ
い
て
。
「
玄

章
」
は

「開
皇
之
未
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
玄
論
に

「
陪
從

大
尉
公
晋
王
。
至
長
安
縣
芙
蓉
曲
水
日
嚴
精
舎
。
」
(853
a
)
と
い
う
。

日
嚴
寺
、に
止
住
し
た
仁
詩
元
年
以
後
の
撰
と
だ
け
い
い
う
る
。

1

佐
藤
達
玄
氏

「吉
藏
の
撰
述
書
に
つ
い
て
」
(印
佛
研
十
の
二
)
の
一
部

で
、
浮
名
玄
論
の
撰
永
時
期
を
略
説
さ
れ
て
お
る
。

2

次
の
通
り
。
(
カ
ッ
コ
内
敷
字
上
段
は
浮
名
玄
論
-
大
正
藏
三
八
、下
段

は
法
華
玄
論
-
大
正
藏
三
四
。
)
(
1
)
「

三
輪
之
義
法
華
玄
廣
明
。」
(864c
-

4
2
4
a
-
)
(
2
)「昔

在
江
南
著
法
華
玄
論

己

略

明

二

智
。
」
(4
7
6
b
-39
3
c

-
)

(
3
)
「
法
華
玄
中
己
説
。
」
(
8
。96
b
-3
9
6
a
-
)
(
4
)「答
法
華
玄
論
已
具

説
之
。
」

(8
9
9
a
-
38
6b
-
)
(
5
)
「
法
華
玄
論

其
以
詳
之
。
」
(9
0
0
c
-3
6
6
a

-
)

(
6
)
「
法
華
玄
論
錐
已
委
繹
。
」

(9
0
4
c
-3
7
5
a
-
)
(
7
)
「
法
華
玄
論
已

略
陳
之
。
」
(
9
0
7
b
-4
4
-c
-
)

3
 
(
上
段

は
浄
名
玄
論
、

下
段
は
大
乗
玄
論
f

大
正
藏
四
五
。
)
(
1
)「
二
別

繹
二
智
有
十

一
門

(
中
略
)

故
開
十
二
門
詳
其
得
失
。
」
(
87
6
b
-
8
9
1
-

4
9
a
-
63
b
)
。
宇
井
伯
壽
博
士

(
「
國
繹

一
切
経
」
大
乗
玄

論

解

題
)

の

指
摘
に
よ
る
。

こ

の
中
で
、
浄
名
玄
論
に
十

一
門
、

大
乗
玄
論

に
十
二
門

の
科
を
分
け
る
が
、
實
質

に
攣
り
は
な
く
、

浮
名
玄
論

の
第

二
繹
名
門
を

大
乗
玄
論

に
第
二
繹
名
門
、

第
三
繹
道
門
と
分
科
。
な
お
、
大
乗
玄
論
最
後

の
得
失
門
第
十
二

の
段

は
分
科
十
二
門
を
標
示

(
6
3
a
-b
)す

る
の
み
で
、

浮
名
玄
論

で

の
詳
読

を
豫
測

し
て
の
省
略

か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
浮
名
玄

論

の
第
二
論
宗
旨

の
内
、

別
繹
二
智

の
十

一
得
失
門

の
科

と
、
大
乗
玄
論

の
二
諦
義

の
内
、
撮
法
第
八

の

「
問
學
佛
二
諦
云
何
得
失
。

答
有
十
句
。
」

の
科
は
殆

ど
攣

り
な
く
、
大
乗
玄
論

の
第
三
有
本
無
本
門

が
浮
名
玄
論

の

第
五

・
六
門

中
の

一
部

に
重
複
す
る
文
を
含
む

の
み
。

大
乗
玄
論

は
こ
の

第
三
門
を
除
い
て
他

は
浮
名
玄
論

の
取

意

か
。
(
2
)
「問

何

故

以

二
諦

敢

(
中
略
)
然
於
與
敏
未
曾
二

於

二
」
(8
。94
a
-
c
-22
c
-
2
3
a
)
。
(
3
)
「

佛

照
有
見

(
中
略
)

故
得
世
諦
不
説

而
眞
諦
読

也
。
」
(
2
3
c
-
2
4
a
)
。

4

別

の
機
會

に
詳
論

の
豫
定
。

5

「
浄
名
玄
論
」

「
維
摩
脛

義
疏
巻
第

一
」

(
第

一
)

第

一
繹
名
題

繹
名
第

二

繹

立

名

本

略
開
十
門

8

明
名
本
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一
、
敢
廣
爲
三
門

凡
有
十
句

1
維

摩

詰

不

思
議

解

脆
本

2
約

人

三

門

二
、
會

三

爲

二

論

三
、

次

會

二

蹄

一

門

四
、
次

混

一

以

露

絶

門

五
、

同

異

円

(
前
傘
)

一
、
撮

総

爲

三

二
、
會

三

爲

二

門

三
、
會

二

露

一

門

四
、
涙

一

句

蹄

絶

門

五
、
分

小

大

門

六
、

同

異

門

10-1

前

明

軍

四

句

明

絶

一

假

一
有

10-1

明

絶

一

假

有
 (
不
説
)

六
、
-

十

後

繹

本

名

門

(
巻
第

二
)

 口
、

繹
本
名

一
、
総
論
衆
敢

一
、
総
繹
衆
敏

1
立

名

不

同

門

2
立

名

轄

不

輻

門

3
標

題

意

門

4
立

名

具

義

多

少

門

5
人

法

不

同

門

1
立

名
、

不

同

門

2
立

名

轄

不

轄

門

3
繹
、

首

題

門

4
具

義

多

少

門

5
人

法

差

別

門

二
、
別
救
此
経

二
、
次
繹

此
経

1
総
繹
人
法
門
(
凡
有
十
義
)

1
前

総

論

人

法
(
凡
有
五
義
)

2
別

繹

人

門

2
次

別

繹

人

イ
繹

名

門

ロ
因

無

因

門

ハ
徳

位

門

(前
牛
)

イ
初

翻

名

ロ
因

無

因

門

ハ
論

徳

位

門

ニ
論

現

生

門

3
別

繹

法

門

(
巻
第

三
)

(
次

繹
所
説
経
経
者

凡
具
五
義
)

イ
先

繹

不

思

議

(
中
略
)

(
中
略
)

四
、

次
繹
不
思
議
解
腕

(略
有
三
義
)

(
4
)
四
明
不

思
議

多
少

聞

不

聞

不

思

議

大

小

不

思

議

通

別

不

思

議

本

不
思
議
(前
牛
)

内

外

不

思

議

1

不

思

議

解

脱

名

2
不

思

議

同

異

門

聞

不

聞

不

思

議

大

小

不

思

議

導

別

不

思

議

本

不

思

議

内

外

不

思
、

議

ロ

(
中
略
)

第

二
論
宗
旨

(
巻
第

四
)

辮
宗
旨
第
三

一
、
総
定
宗
旨
、

(
前
牛
)

二
、
別
繹
二
智

(
中
略
)

(
巻
第
五
)

4
同

異

門
(
前
牛
)

別
繹
二

智

5
-

11

(
巻
第

六
)

第

三
論
會
庭

(
雀
第

七
)

繹
會
虞
第
四

一
、
繹
會
庭

1
江

南

蕾

繹
(前
牛
)

○
ー
、

2
別

繹

會

庭
(後
牛
)

○
ー

5

例

え
ば

「
維
摩
経
義
疏
巻
第

一
」
(
大

正
藏
三
八
)

(
1
)
第
十
絶

一
假
有
。

依
玄
論
可
明

也
。

〔9
1
3
b
)

(
2
)
曹
傳
云
。
ー

(
中
略
)
1
浮
名
有

子
。
字

日
善

思
。

甚
有

父
風
。

如
來
授

記
未
來
作
佛
。

吉
藏
未
得
彼
経
文
也
。

(
9
15
a
)

浮
名
玄
論
に

つ
い
て

(
村

中
)

一
二

九
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浮
名
玄
論

に

つ
い
て

(
村

中
)

二
二
〇

(3)
論
徳
位
門
三
。
1

(
中
略
)
-
有
人
言
。

文
殊

師

利
。

本

是

龍

種

上
尊

佛
。

浮
名
印
是
金
栗
如
來
。

相
傳
云
。

金
栗
如
來

出
思
惟

三
味
経
。

今

未
見
本
。

(
同
上
)

右

を

「
浄
名
玄
論
」
(
大
正
藏
三

八
)

勿

生
身
父
母
者
。
1

(
中
略
)
-
維
摩
有
子
。

字

日
善
思
。
甚

有
父
風
。

佛

授
其
記
。

未
來
作
佛
。
別
有
維
摩
子
経

一
巻
。
可
尋
之
也
。

(
八
六
六

a
)

別
三
論
徳
位
門
。
ー

中
略
-

復
有
人
繹
云
。

浮
名
文
殊
。

皆
往
古

如
來
。

現
爲
菩
薩
。

如
首
樗
嚴
云
。

文
殊
爲
龍
種
奪
佛
。

發
疏
経

云
。
浮
名
印

金
粟
如
來
。

(
8
6
6a
.
 
b
)

7

佐
藤
達
玄
氏

(
前
掲
書
)

は
、
玄
章

に
玄
論
、

文
疏
に
義

疏
を
あ
て
て

お
ら
れ
る
。
宇
井
伯
壽
博

士

(
「
國
繹

一
切
経
」
三
論

玄
義

解

題
)

は
、

玄
章

に
維
摩
経
遊
意
、

文
疏

に
維
摩
経
略
疏
を
あ

て
て
お
ら
れ
る
。

8

こ
の
門

の
最
初

か
ら

「
蝕
以
夫
開
皇
之
末
。

…
…
」
に
至
る
文
は
、
玄

論
巻

一
繹
名
題

の

「
説
日
。

夫
法
身
元
像

…
…
」
(
8
5
3
a
)
に

一
致
。

9

「
問
。

既
斥

五
時
之
教
。

復
呵

四
宗
之
説
。

云
何
釧
於
佛
敬
。
」
(
9
0
9

b
)
に

「
四
門
之
義
」
を
以

て
答

え

る
。
但

し
玄
論
巻
七
の
「
第

三
論
會
庭

凡
有

二
門
。
」

の
内
、

「
第

一
繹
會
腱
」

の
第
四

「
次
繹
所
化
徒
衆
」

に
含

ま
れ
る
文

(
90
0
a
.
 
b
)
に

一
致
。

10

玄
論

に
大
段
三
別
を
立
て
、

第
三
論
會
虞
に
.
「
論
云
。
欲
遍

通
衆
敢
。

宣
具
三
門
。

一
知
名
題
。

二
豊
旨
蹄
。

三
識
分
齊
。
」
(
89
7
c
)と
。

11

爾
疏

に
共
通

の
解
説

の
諸
例
。

但

し
佛
國
品
に
限
り
、
他

品
に

つ
い
て

は
略
す
。
(
上
段
は
義
疏
、

下
段

は
文
疏
-
績
藏

一
-二
七
-
五
。
)
(
1
)
「
佛

在
」

の

「
在
」
(
9
1
9
b
-4
4
1
右
)
。
但

し
、
吉
藏

の
金
剛
般
若
疏

一
(
大
正

藏
三
三

・
0
3
b
)
に

も
同
様

の
解
説

が
あ

る
。
本
疏
に

つ
い
て
宇
井
伯
詩

博

士

(
前
掲
書
)

は
大
品
経
義

疏
に
先
つ
も
遠

か
ら

ざ

る

べ
し

と

い

わ

れ
、

江
南

の
作

に
擬
し

て
お
ら
れ
る
。
管
見

に
よ
れ
ば
本
疏

の
経
題
繹

の

科
と
大
品
遊
意

と
は
、
十
重
と
五
重
と

の
違

い
は
あ
る
が
相
似

し
、
ほ
黛
同

期

の
作
と
み
ら
れ
る
。
な
お
關

連
し

て
、
大
品
経

義
疏
に

「
開
皇
十

五
年

正
月
二
十
日
記
」

と
し
、
同
年

に
は
晋
王

の
請
に
よ
ひ
智
顕
に
澤
名

疏

の

撰
述
が
あ
る
鮎

よ
り
す

れ
ば
、

こ
の
解
説
は
當
時
江
南

一
般

の
所
説

と
み

る

べ
き
か
。

因
み
に
、
金
剛
般
若
疏

は
智
顕

の
金
剛
般
若
経
疏

と
も
關
連

が
あ
る

(
佐
藤
哲
英
博

士

「
天
台
大
師

の
研
究
」
)
。
(
2
)
「

衆
」
(
9
2
0
界
4
4
4

右
)
。
四
衆

に

つ
い
て
、
佐
藤
哲
英
博
士

(
前
掲
書
三
五
四
-

五
頁
)

は
、

智
頻

の
常
用
語
で
あ

つ
た
と
考

え
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
お
る
。

金
光
明
文

句

(
大
正
藏
三
九

・
5
7
b
)
も
同
様

で
あ
る
か
ら
こ
の
考
察
を
然
り

と
し

て
も
、

吉
藏
が
軍
に
智
顎

の
常
用
語
を
書

き
と
め
て
お

い
た

の
か
も
知

れ

な

い
と
す
る

の
み
に
は
止
ま
ら

な
い
の
で
は
な

い
か
。
(
3
)
「
比
丘
」
(9
2
0

b
-
444

左
)
。
三
義
を
立

て
る
。

文
疏

に
は

「
如
智
度
論
明
」

と

そ

の
典

擦
を
示
す
。
(
4
)
「
大
智
本
行
」
(
92
1
b
-
446

左
)
。
大

智
を

一
切
種
智
に

本
行
を
六
度

十
地

に
配

す
。
(
5
)
「巳

能

随

順
韓

不
退

輪
」
(
92
1
b
-4
5
2

左
)
。
随
順

に
三
種

(
但

し
略
疏

も
同

じ
)
。
不
退
輪
に
文
疏
は
四
種
、

義

疏
は
内

の
三
種
を
と
る
。
(
3
)
「
深
信
堅
固
」
(
92
1
 
c
.
 
-

4
5
2
左
)
信
に

二
.

種
。
(
7
)
「
如海
導
師
」
(
92
1
a
.b
-4
5
4
左
)
。
以

上
の
封
照

は

吉

藏

の
維

摩
経
略
疏
と
比
較
す
る

と
き
よ
り
明
瞭

と
な
る
。

ま
た
、

科
段

の
類
同
も

甚
多
。

今

は

一
切
略
す
。

12

「
章
安
奪
者
の
長
安
留
錫

に
つ
い
て
」
天
台
學
報
第
三
號
、
拙
稿

参
照
。

13

文
疏
は

「慧

日
道
場
慧
荘
法
論

二
師
」
(
「
國
清
百
録
」
大
正
藏
四
六

・

8
14
c
)に
よ

つ
て
講

ぜ
ら
れ
、
吉
藏

も
浮
名
玄
論

〔
巻
五
〉

に

「慧

日
道

場
沙
門
胡
吉
藏
撰
」

と
記
す
。

爾
者

と
も
慧

日
道
場
に
止
住
し
、

後
に
日

嚴
寺

に
佳

し
た

(
唐
傳
九
他
)
。
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